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2014新春インタビュー
取材先で出会った村民の皆さんに今年の抱負を聞きました！

成人
おめでとうございます！



新春インタビュ～
取材先で出会った村民の皆さんに

今年の抱負を聞きました！

201
4

【ご協力いただいた皆さん】（Ｐ３へ続く）
①古川空翔くん･平野彪流くん（舟石川） ②河野樹さん
･澤畠優さん（白方）、富樫直人さん（舟石川駅西） ③字
原小夜子さん（須和間） ④大杉知世ちゃん（舟石川駅西） 
⑤イモゾー･いもジィ（東海） ⑥田所瑞穂さん･俊子さん

（舟石川） ⑦川崎真知子さん･唯ちゃん（照沼） ⑧志水仁
紀くん･益子晟和くん･佐藤冴ちゃん（村松） ⑨金子記一
さん（舟石川駅東） ⑩関根啓助さん（村職員･平成25年度
採用） ⑪小方宏一さん（舟石川駅西） ⑫佐藤倫さん･梅
津与さん（舟石川）、西野日菜さん･薄井琳香さん（船場） 

① ② ③

④

⑤ ⑥ ⑦

⑧ ⑨

⑩ ⑪ ⑫
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⑬千葉悦子さん･馬目勝子さん･藁谷節子さん･大貫弘子さん（中丸地区） ⑭宗像駿
さん（村松） ⑮吉澤紗菜ちゃん（舟石川駅東）、苅田杏浬ちゃん（白方中央）、澤畠
明花ちゃん（白方） ⑯金子恭永さん･健悟くん（村松） ⑰須崎拓志さん（石神外宿） 
⑱伊藤達也さん･佳枝さん･陸くん･歩ちゃん（舟石川駅西） ⑲舛井宗敬さん（舟石
川） ⑳長堀すこやかハウスの皆さん 　
弓野幸江さん（石神外宿） 　「夏の夜空」
像（東海）

　皆さん、明けましておめでとうございます。
　就任以来、地域や学校等の現場へ積極的に出向いています。厳しい
ご意見もあり、私自身気付かされることも多いのですが、できるとこ
ろから取り組んでまいりたいと考えています。今年も、「持続可能な
まちづくり」の実現に向けて、引き続き、全力で走り続けてまいりま
すので、よろしくお願いします。もしどこかで私を見掛けたら、気軽
に声を掛けてください。「村長、元気？」みたいな感じで？！

東海村長　山田　修

今年も「広報とうか

い」をよろしくお願

いします。

⑬ ⑭ ⑮

⑯ ⑰ ⑱

⑲

⑳
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構　　造

鉄筋コンクリート造
▼新北棟：地上３階建て
▼新南棟：地上２階建て
▼新特別教室棟：地上２階建て
▼ボンベ庫棟：地上１階建て

延床面積 7,237.04㎡
新北棟 3,803.57㎡
新南棟 2,389.16㎡

新特別教室棟 1,015.81㎡
ボンベ庫棟 28.50㎡

主要な
教室等

▼普通教室…20室
▼多目的教室…２室
▼特別支援教室…２室
▼特別教室…理科室、音楽室、図工室、

家庭科室、図書室、コンピュータ室など
▼管理諸室…職員室、校長室、保健室、

印刷室、放送室、会議室、給食室など

そ の 他
エレベーター２基（給食配膳用を含
む）、 グラウンド、サブグラウンド、
プレイコート、備蓄庫、駐車場

新
し
い
中
丸
小
学
校
を

ご
紹
介
し
ま
す

　

村
で
は
、
平
成
28
年
３
月
の

開
校
を
目
指
し
て
、
新
し
い
中

丸
小
学
校
の
建
設
工
事
に
着
手

し
ま
す
。
今
回
は
実
施
設
計（
工

事
の
詳
細
を
定
め
た
設
計
）を
基

に
、
新
し
い
小
学
校
の
概
要
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課
施
設
整
備
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
４
１
８
）

平成26年 平成27年 平成28年
新北棟･新特別教室
棟の建設

本館（校舎棟）の解体

新南棟の建設

新 館･本 館（管 理 棟、
会議室棟）の解体

外構整備
至：南台団地

至：東海駅

　工事は平成26年１月から着手します。建設地周辺を工事車両等が通行しますが、登下校時の児童
や周辺住民の皆さんの安全を第一に工事を進め、一日でも早い新しい中丸小学校の開校を目指しま
すので、ご理解とご協力をお願いします。

工事車両等の通行にご理解とご協力をお願いします

平成26年１月～９月

平成26年10月～ 11月

平成26年12月～平成27年9月

平成27年10月～ 11月

平成27年11月～平成28年３月

【全体イメージ】

●
平
成
28
年
３
月
開
校
予
定
●

工事スケジュール

体育館（既存）

新特別教室棟

【全体平面図】

新南棟

新北棟

正門→

工事車両通行ルート

東海南
中学校

村立図書館

中央公民館

東海消防署

県立
東海高校

中丸小学校

至：南台団地

至：東海駅
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中
丸
小
学
校
の
特
色
で
あ
る
絵（
卒

業
生
の
壁
画
）や
花
で
彩
る
こ
と
が
で

き
、
南
棟
の
図
書
室
と
も
つ
な
が
る
ス

ペ
ー
ス
を「
な
か
ま
る
広
場
」と
し
、
中

丸
小
学
校
の
顔
と
な
る
心
安
ら
ぐ
空
間

を
つ
く
り
ま
す
。

　

こ
の
広
場
は
、
大
型
バ
ス
の
乗
降
や

回
転
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
利

用
で
き
ま
す
。

　

図
工
室
、
理
科
室
、
音
楽
室
、
家

庭
科
室
は
特
別
教
室
棟
に
配
置
し
ま

す
。
ま
た
、
校
舎
の
中
心
と
な
る
場
所

（
新
南
棟
）に
図
書
室
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

室
が
一
体
と
な
っ
た「
学
習
情
報
セ
ン

タ
ー
」を
配
置
し
、
本
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
意
欲
的
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
学

習
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

普
通
教
室

　

普
通
教
室
は
、
２
学
年
ご
と
に
ま
と

ま
り
を
持
た
せ
て
、
新
南
棟
と
新
北
棟

に
配
置
し
、
学
年
が
上
が
る
た
び
に
眺

望
が
変
化
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
教
室
と
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
の

間
仕
切
り
を
可
動
式
に
す
る
こ
と
で
、

グ
ル
ー
プ
学
習
や
ク
ラ
ス
間
で
の
合
同

学
習
な
ど
の
際
に
、
教
室
を
拡
張
し
て

利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

特
別
教
室

な
か
ま
る
テ
ラ
ス

　

低
学
年
の
教
室
前
に
は
プ
レ
イ
コ
ー

ト
を
配
置
、
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
メ
イ

ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
一
体
的
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
年
齢
や
目
的
に

応
じ
て
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
ま
す
。

ま
た
、
新
北
棟
と
新
南
棟
の
間
に
は
教

室
か
ら
上
履
き
の
ま
ま
で
、
全
学
年
が

集
ま
る
こ
と
の
で
き
る「
な
か
ま
る
テ

ラ
ス
」を
設
け
、
ホ
ー
ル
と
一
体
的
に

利
用
で
き
る
、
多
目
的
な
活
動
場
所
と

な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

な
か
ま
る
広
場

【図書室イメージ】

【なかまる広場イメージ】

【普通教室イメージ】

【なかまるテラスイメージ】

③
校
舎
の
中
心
に
図
書
室
を

②
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

①
花
と
本
と
絵
の
あ
る
学
校

④
充
実
し
た
屋
外
ス
ペ
ー
ス

新
し
い
中
丸
小
学
校
の
特
徴
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　 平成25年度

「緑のカーテンのまちづくりコンテスト」
受賞作品を発表します！　

　とうかい環境村民会議と村では、地球温暖化対策のため二酸化炭素排出量の削減に取り組んでおり、
その一環として、今年度も「緑のカーテンのまちづくりコンテスト」を実施しました。今回で３回目とな
るこのコンテストには、346件の参加申し込みがあり、そのうち完成した“緑のカーテン”は145点――
とうかい環境村民会議による厳正な審査の結果、各部門の受賞作品が決定しましたのでお知らせします。
　

【問い合わせ】環境政策課環境計画推進担当（☎282-1711 内線1454）

　11月29日、役場において、コン
テストの表彰式が行われ、各部門
の最優秀賞を受賞した方々へ表彰
状が贈られました。また、一般の部
で最優秀賞を受賞した松本さんへ
は、副賞として、カセットボンベで
発電する発電機が贈られました。

コンテストの表彰式を
行いました！

皆さんもチャレンジしてみませんか！

　“緑のカーテン”は、つる性の植物をカーテン状に育てたもので①植物の持つ遮
光性②蒸散作用（下参照）――を利用して、夏の強い日差しを遮り、室内の温度上
昇を抑えることができるのよ。エアコンの使用を控えれば省エネ効果があるし、
二酸化炭素排出量の削減にもつながるのね！

審査基準

審査項目 内　　容

“緑のカーテン”の大きさ 窓全体を覆っているか
遮光性 日光を遮断しているか
見た目の美しさ 大きさだけではなく、見た目良く育てられているか
創意工夫 作り方･育て方に工夫がされているか
独創性 新しい発想や方法で育てられているか
節電効果 節電の効果を上げているか

①葉が生い茂った“緑のカーテン”は、日射の熱エネルギーの約80パーセ
ントを遮へいする効果があるんだよ。ちなみに、すだれだと50 ～ 60
パーセント、高性能の遮へいガラスでも55パーセント程度なんだって。

②打ち水をすると涼しくなるのと同じで、“緑のカーテン”は植物の蒸散
作用（葉から水分を蒸発させるときに気化熱を奪う）を利用して涼しさ

をつくっているんだね。
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【最優秀賞】松本正雄さん（須和間）
【受賞理由】ゴーヤと琉球アサガオの組み合わせで、遮光性･見た目

の美しさなど、全ての面において素晴らしい作品です。また、
節電効果についても、昨年度比で電気使用料13パーセント減と、

“緑のカーテン”として十分な効果を発揮しました。
【優秀賞･入選】▼優秀賞…鴨志田範夫さん（石神外宿）、笹沼英文

さん（白方中央）、仲田静枝さん（石神内宿） ▼入　選…田村操さ
ん（船場）、大木四郎さん（照沼）、後藤英雄さん（船場）、大内典
子さん（村松）、八代末栄さん（東海）

一般の部

【最優秀賞】株式会社照沼商事Dr.Driveワンナップ東海SS
【受賞理由】プランター栽培にもかかわらず、窓前全体を“緑のカーテ

ン”が覆っており、遮光性が抜群です。また、お店のＰＲを取り入
れたデザインにも工夫が見られます。節電効果についても、エア
コンの設定温度を例年より４～６℃高めにしても涼しく過ごせたと
いう結果が出ており、コンテストの目的を十分達成しています。

【優秀賞】軽費老人ホームケアハウス東海、日本原子力研究開発機
構東海研究開発センター核燃料サイクル工学研究所プルトニウ
ム燃料技術開発センター、株式会社鈴木ハーブ研究所

事業所の部

【最優秀賞】百塚区自治会
【受賞理由】玄関前いっぱいに緑濃いゴーヤが生い茂り、見た目

も美しく、“緑のカーテン”の栽培として模範となる作品となっ
ています。毎日、輪番制で水遣りをしたことで、多くの地域
住民が栽培に参加し、節電意識の広がりという点においても
高く評価できます。また、看板を設置したことで、この取り
組みをＰＲするという面でも、大きな役目を果たしたといえ
ます。

【優秀賞】舟石川２区自治会、亀下区自治会

単位自治会の部

【最優秀賞】舟石川コミュニティセンター
【受賞理由】大きさ･遮光性･見た目の美しさという点において素晴

らしく、清涼感のある作品となっています。また、建物の東側
全体に“緑のカーテン”が生い茂っていることで、節電効果につ
いても十分な成果を上げています。

【優秀賞･入選】▼優秀賞…舟石川小学校、村松コミュニティセ
ンター、総合体育館 ▼入　選…石神コミュニティセンター、
白方コミュニティセンター、社会福祉法人東海村社会福祉協
議会

公共施設の部

Eco‐Village Tokai
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業務内容をご紹介します
　「チャレンジUPオフィス」では、知的障がい者
２人が事務員（非常勤嘱託員）として勤務していま
す。主な業務は郵便物の取り扱いや廃棄文書の処
理、各課からの依頼に応じた業務などで、最大３
年間の業務経験を基に民間企業へのステップアッ
プを目指しています。

「チャレンジUPオフィス」で働きませんか

チャレンジUPオフィスに勤務する
「知的障がい者事務員」を募集します！

就労コーディネーターによる支援も実施
　このオフィスは、村が率先して知的障がい者の
雇用を創出し「知的障がい者に事務職は無理」とい
うイメージを払

ふっしょく

拭するとともに、雇用のモデル
ケースとして位置付け、民間企業での雇用拡大
につなげようと平成23年４月に設置されました。
また、平成24年５月からは障がい者就労コーディ
ネーターを雇用し、企業等に対して障がい者の雇
用について理解や協力を得るための活動をした
り、就労後の障がい者の支援等に取り組んだりし
ています。

郵便物の取り扱い
▼役場から発送する郵便物を処理する（約900

通／日）
▼役場に届く郵便物や荷物を仕分けして配布

する（約200通／日）
廃棄文書の処理
▼廃棄文書をシュレッダーで処理する（約

32,000枚／月）
各課からの依頼業務
▼書類の封筒詰め、パンフレットの修正など
（各課からの依頼に応じて実施）

第３期生募集！

郵便区分の選別
や計量等の事務
処理を行います。

発送処理の様子

業務内容
　役場内の郵便関連業務、廃棄文書のシュ
レッダー処理、各課からの依頼業務など

受験資格等
　①村内在住②知的障がい者（療育手帳ま
たは判定書で確認）③役場まで自力で通勤
することが可能――を満たす方（１人）

雇用期間
　平成26年４月１日～平成27年３月31日

（更新の可能性あり、最大３年）
勤務日時

　月曜日から金曜日まで（祝日を除く）の午
前９時～午後４時

報 酬 等
　報酬…月額91,000円 諸手当…通勤手当 
福利厚生…社会保険（健康保険･厚生年金保

険）と雇用保険に加入
試験日程

▼日　　時 ２月16日（日） 午前10時から
（午前９時30分受け付け開始）

▼場　　所 東海村役場
▼内　　容 ①筆記試験（漢字、計算、作

文） ②面接試験 ③実技試験（郵便の仕分
け、簡易作業等）

申し込み･問い合わせ
　なごみ･総合支援センター備え付けの申
込書に必要事項を記入し、履歴書と療育手
帳または判定書の写しを添えて、２月10
日（月）まで（土･日曜日と祝日を除く）の午
前８時30分～午後５時15分に、なごみ･総
合支援センター（☎287-2525）へお越しの
上、申し込みください。

役場行政棟２階の「チャレンジUPオフィス」をご存じですか
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■公 売 地
街区符号 面積 価格（単価）

【東海駅西第二土地区画整理事業地内】

31街区符号10 377㎡ 19,000,800円
（50,400円/㎡）

【東海中央土地区画整理事業地内】

６街区符号９ 209㎡ 11,495,000円
（55,000円/㎡）

14街区符号7-2 243㎡ 11,226,600円
（46,200円/㎡）

17街区符号２ 334㎡ 17,301,200円
（51,800円/㎡）

19街区符号2-2※ 385㎡ 16,555,000円
（43,000円/㎡）

72街区符号２ 388㎡ 20,137,200円
（51,900円/㎡）

■公売方法 随意契約（先着順）※「東海中央土地区画
整理事業地内19街区符号２-２」のみ１月27日（月）の
午前10時から101会議室（役場議会棟１階）で抽選を
行います。対象は村内に土地や建物（既保留地契約
者を除く）、住所を有する方で、１世帯に付き１人

（共有可）となります。なお、抽選参加者がいない場
合は村外の方も購入できます。

■申し込み・問い合わせ １月14日（火）～ 24日（金）
（土･日曜日を除く）の午前８時30分～午後５時15分
に、区画整理課（役場行政棟２階）備え付けの申込書
に必要事項を記入の上①本籍地発行の身分証明書②
申込者本人の住民票抄本③前年度の納税証明書④そ
の他必要書類――を添えて、区画整理課管理担当（☎
282-1711 内線1213）へ申し込みください。

区画整理地内の保留地を公売します

●「償却資産」とは…●

　工場や商店の経営、駐車場やアパートの
貸し付けなどの事業を法人または個人で
行っている方が、その事業のために用いて
いる構築物や機械、備品等を「償却資産」と
いい、土地や家屋と同様に固定資産税が課
税されます。
●１月31日（金）までに申告しましょう●
　村内に償却資産を所有している方は、１
月１日現在の所有状況を１月31日（金）まで
に申告する必要があります。毎年申告して
いる方には、12月に案内を郵送しましたが、
新たに申告が必要な方や、案内が届かない
方は、お問い合わせください。※賃借人･テ
ナント入居者等が取り付けた内装･造作･建
築設備等の事業用資産は、賃借人の償却資
産として申告してください。なお、課税標
準額が150万円未満の場合、課税はされま
せんが申告は必要です。

東海駅西第二地区
東海中央地区

●大型特殊自動車をお持ちの方へ●

　ショベルカーやクレーン車などの大型特殊自動車も
償却資産です。これらをお持ちで、主たる定置場が村
内の場合は申告をお願いします。

●問い合わせ●税務課資産税担当（☎282-1711 内線1111）

　▼東日本大震災による被災代替資産の特例や再生エネルギー発電設備の特例等については、村公
式ホームページに掲載しています。▼申告の有無を問わず、償却資産の所有状況について、帳簿等
の提出を求めたり、現地調査等を行ったりする場合がありますので、ご協力をお願いします。

ここに表示される分類番号が、「０」
「９」で始まる車両が対象となります。

事業者の方へ

固定資産税「償却資産」の申告は１月中に
業種ごとの対象償却資産の例

各業種共通 パソコン、ファクシミリ、レジスター、タイム
レコーダー、看板、外構、駐車場舗装など

小売業 陳列ケース、冷蔵庫、冷蔵ストッカー、
自動販売機など

飲食業 冷蔵庫、調理設備、椅子、テーブル、カ
ウンターなど

理･美容業 椅子、タオル蒸し器、パーマ器、サイン
ポールなど

製造業 受変電設備、旋盤、ボール盤、プレス、
金型、測定工具など

医療･薬局業 ベッド、手術機器、医療機器、歯科ユニッ
ト、調剤機器など

不動産（アパート、
駐車場等）貸付業 フェンス、ゴミ捨て場、自転車置き場など

建設業 建設機械、発電機、カッター、ブルドー
ザー、ショベルカーなど
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　11月28日、中丸小学校区で「あんしん･おかえりネットワーク」を活用した「認知症徘
は い か い

徊模擬訓練」を実施し
ました。これは、認知症高齢者等が徘徊によって行方不明になった際に、携帯電話のメール等に情報を発信し、
地域住民や協力団体等に周辺確認をお願いすることで、早期発見･保護につな
げようというものです。今回は、この訓練の結果についてお知らせします。

中丸小学校区「認知症徘徊模擬訓練」結果報告

訓練の目的等

〔訓練の目的〕
　▼迅速･正確な情報の送受信
　▼普段の生活や通常業務の中での周囲への目配り、発見、声掛けの実践

〔訓練方法〕
　▼行方不明者が発生したことを想定し、行方不明者役が中丸小学校区内を移動する。
　▼携帯電話のメールや防災行政無線、ファクシミリで地域住民や協力団体へ情報を配信する。
　▼地域住民や協力団体参加の下、行方不明者役を捜索･発見･保護する。

訓練から見えた反省点や課題

●迅速･正確、そしてタイミングのよい情報配信が大切

　情報配信から保護までの115分間で、連絡件数は10件（目撃情報３件、保護情報７件）。業務中に連
絡したという方も多く、周囲の確認や目配りを意識していたことがうかがえます。
　一方で、これらの情報は防災行政無線放送の直後に寄せられることが多く、時間が経つにつれて連
絡件数が減ったことから、防災行政無線放送やメール配信の回数･タイミングが重要であるといえます。
また、よりスムーズに情報を届けられるよう情報配信方法についても見直していきます。

●行方不明者の早期発見･保護には、地域の皆さんの理解と協力が不可欠

　今回、行方不明者役への声掛け件数は15件。「一人で声を掛けるのは不安だった」という発見者の声
や「気付いている様子であっても地域包括支援センターへの連絡はなかった」との現場の感想もありまし
た。“もしかしたら･･･”と思ったら、まずは地域包括支援センターまたは警察へ連絡をお願いします。ま
た、抵抗なく声掛けができるよう、普段からあいさつなどのコミュニケーションを取ることも大切です。
　今回の訓練には201人のメール登録者が参加しましたが、十分な捜索体制を整備するためには、

【問い合わせ】地域包括支援センター（なごみ･総合支援センター内　☎287-2516）

みんなの登録を待っておるぞ。登録方法はこちらじゃ！

①携帯電話から、「nagomi@amh.jp」へ空メールを
送信してください。②送信後、アカウント情報がメー
ルで届きます。記載されているＵＲＬ
にアクセス･ログインし、必要事項（氏
名･メールアドレス･電話番号）を入力
してください。

より多くの方々の協力が不
可欠です。行方不明者の早
期発見･保護のため、「あん
し ん･お か え り ネ ッ ト ワ ー
ク」の協力者（メール登録者）
を随時募集していますので、
皆さんのご協力をお願いし
ます。

携帯電話のメールなどを活用し、
地域の方々と行方不明者を捜索しました
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大腿骨骨折にご用心！

問い合わせ■村立東海病院（☎282-2188）、保健年金課地域医療担当（☎287-0899）

村立東海病院ですこんにちは！

●大腿骨骨折の特徴●

　整形外科では、開院以来、骨折や人工関節（股、膝）、腰部脊柱管狭
きょうさく

窄症など
の手術を年間約250件行っています。そのうち、大

だ い た い

腿骨骨折の症例数は50件ほ
どです。
　大腿骨は足の付け根から膝までの骨で、股関節付近で起きる骨折（大腿骨頸

け い ぶ

部
骨折や大腿骨転

て ん し ぶ

子部骨折）や、膝に近い部分で起きる骨折（大腿骨顆
か ぶ

部顆
か じ ょ う

上骨折な
ど）があります。日本では特に、頸部や転子部など股関節付近で起きる骨折（大腿
骨近位部骨折）が年々増加しているほか、冬から春にかけて多く起こっているこ
とも特徴です。これは、寒くなり、関節や筋肉の動きが硬
くなって転倒することが主な原因のひとつと考えられてい
ます。さらに、近年では、女性の骨折者数が男性の約４倍
となっており、男女とも60歳以上で徐々に発生率が増加
し、70歳を過ぎると発生率はさらに高くなります。
●日ごろから基本的な対策をしましょう●

　大腿骨骨折は、骨粗しょう症もその大きな原因ですが、
運動器不安定状態（ロコモティブシンドローム：加齢等に
より運動機能が低下し、要介護になるリスクが高い状態）
により転倒しやすいことなども原因に潜んでいます。
　いくら投薬を受けても、日ごろから下肢の運動能力を高めておかなければ骨折は防げません。実際、
手術した患者さんが骨粗しょう症の治療薬を内服中であることが多々あります。内服薬や注射がよくな
いということはではなく、これらは補助と考えましょう。まずは、日ごろから、歩く･体操するといっ
た基本的な対策が必要です。その中に、ロコモティブシンドロームの予防･改善を目的とした“ロコモー
ショントレーニング”をぜひ取り入れましょう。詳細は整形外科外来までお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村立東海病院　整形外科　豊田　実

人間ドックで健康管理！

　国立がん研究センター対策情報センターの統計（平成23年）によると、男性の４人に１人（26%）、
女性の６人に１人（16%）が、がんで死亡していることが報告されています。また、厚生労働省の
統計（平成22年「人口動態統計特殊報告」）によると、茨城県民は「糖尿病由来の病気」や「脳血管疾患」
などによる死亡率が全国47都道府県の中でも高い位置にあることが報告されています。

　病気を早期に発見するためには、定期的な人間ドック受診が重要です。ぜひ受診しましょう！ 

▼茨城県民の主な死亡の原因と全国での位置
【男性】▼脳血管疾患（９位） ▼心疾患（21位） ▼がん（22位） ▼糖尿病由来の病気（２位）
【女性】▼脳血管疾患（５位） ▼心疾患（24位） ▼がん（20位） ▼糖尿病由来の病気（５位） 

大腿骨近位部骨折

正常 大腿骨頸部骨折
（内側骨折）

大腿骨転子部骨折
（外側骨折）
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国
民
年
金

だ

よ

り

「
源
泉
徴
収
票
」
が

送
付
さ
れ
ま
す

　

老
齢（
退
職
）年
金
受
給
者
に
は
、
毎
年
１
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら「
源
泉
徴
収
票
」（
は

が
き
）が
送
付
さ
れ
ま
す
。
※
障
害
年
金
、
遺
族
年
金

受
給
者
は
所
得
税
非
課
税
の
た
め
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

■「
源
泉
徴
収
票
」に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容

▼
前
年
１
年
間（
１
月
１
日
～
12
月
31
日
）に
支
払
わ
れ

た
年
金
総
支
給
額

▼
年
金
か
ら
直
接
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
や
社
会
保
険

料
額（
介
護
保
険
料･

国
民
健
康
保
険
税･
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
）

▼
各
種
人
的
控
除
人
数

■
確
定
申
告
で
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
る
所
得
税
額
は
人
的
控
除

の
み
を
反
映
さ
せ
た
金
額
で
す
。
そ
の
た
め
、
年
金
以

外
に
所
得
が
あ
る
方
や
各
種
控
除
の
追
加
、
扶
養
人
数

の
変
更
等
が
あ
る
方
で
、
所
得
税
の
還
付･

納
税
が
生

じ
る
場
合
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告（
住
民
税
の
み
影

響
す
る
場
合
は
住
民
税
の
申
告
）を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
際
に
、
こ
の「
源
泉
徴
収
票
」が
添
付
書
類

と
し
て
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
時
期
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
万
一
紛
失
し
た
場
合
は
、
ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
再
交
付
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

１
１
６
５
）、
水
戸
北
年
金
事
務
所
年
金
給
付
課（
☎
231

局
２
２
８
２
）

ま
な
び
の
と
び
ら

中央公民館講座ナビ　VOL18

問い合わせ　中央公民館（☎282-3329）

■
申
し
込
み 

講
座
申
込
書（
村
内
公
共
施
設
に
設
置

し
て
あ
る
ほ
か
、
中
央
公
民
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）を
持
参
す
る
か
、
は
が
き
に

▼
希
望
講
座
番
号（
複
数
可
）▼
住
所
▼
氏
名（
ふ
り

が
な
）▼
性
別
▼
年
齢
▼
電
話
番
号
―
―
を
記
入
の

上
、
１
月
24
日（
金
）（
必
着
）ま
で
に
、
中
央
公
民
館

（
〒
３
１
９
‐
１
１
１
５ 

船
場
７
６
８
）へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
第
10
期
講
座
の
募
集
は
広
報
と
う
か
い（
２
月
10
日

号
）に
掲
載
し
ま
す
。

内　　容 日　　時 対象（定員）

①パソコン講座
　～いろいろなラベルをつくろう～

　簡単に“オリジナル名前ラベル”
を作りましょう。

【費用】500円／人（テキスト代）

▼２月13日（木）
▽９:30 ～ 12:00

一般
（６人）

②パソコン講座
　～写真でスライドショーをつくろう～

　写真の明るさなどを調整した
後、スライドショーを作成する方
法を学習しましょう。

【費用】1,260円／人（テキスト代）

▼２月13日（木）
▽13:00 ～ 15:30

一般
（６人）

③パソコン講座
　～楽しいワード上級～

　ワードを使いこなしたい方にお
勧めのコース。グラフィック機能
を効果的に使った文書の作り方を
学びましょう。

【費用】1,800円／人（テキスト代）

▼２月14日（金）
▽９:30 ～ 15:30

一般
（６人）

④徳川光圀の人間像
　　水戸黄門こと徳川光圀とはどん

な人だったのか？ 謎の多いその人
間像を、地方との関わりにも触れ
ながら講師の鈴木暎一さん（茨城
大学名誉教授）と共に解き明かし
ていきましょう。

▼２月６日･13日･
　20日･27日（全

て木曜日）
▽13:00 ～ 15:00

一般
（30人）

⑤じゅんじゅんの笑いヨガ
　　ヨガの呼吸をベースに、とにか

く“真剣に笑う”健康法をインスト
ラクターの高久順子さん（じゅん
じゅん先生）と学びましょう。笑
うと大量の酸素を取り込め、体に
も心にも良い効果があります。

▼２月18日（火）
▽13:30 ～ 14:30

一般
（20人）

▼
第
９
期
中
央
公
民
館
講
座
受
講
生
募
集

■
日

程

等	

左
表
参
照

■
対　
　

象 

村
内
在
住･

在
勤･

在
学
の
方

■
受

講

料 

無
料 

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代

が
掛
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
そ

の

他 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

あなたに合う新しい
“学び”を見つけませんか？
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「
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」

　

最
近
は
、
通
信
販
売
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
お
取
り
寄
せ
を
す

る
こ
と
も
珍
し
く
な
く
な
り
ま
し

た
。
手
軽
で
便
利
な
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
す
が
、

利
用
の
増
加
と
と
も
に
ト
ラ
ブ
ル

も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
の
際
の
注
意
点
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
信
頼
で
き
る
業
者
で
す
か
？

　
　

注
文
の
前
に
業
者
の
情
報（
住
所･

電
話
番
号
等
）

を
確
認
し
て
、
適
切
な
取
引
相
手
か
ど
う
か〝
口
コ

ミ
”に
頼
ら
ず
自
分
で
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

○
購
入
す
る
商
品
は
本
物
で
す
か
？

　
　

不
自
然
に
安
い
価
格
の
場
合
、
模
造
品
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
の
公
式
サ
イ
ト
で
模

造
品
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
配
送
方
法
や
配
送
に
か
か
る
時
間
は
？

　
　

ど
の
よ
う
な
配
送
方
法（
郵
便･

国
際
宅
配
便･

一

般
貨
物
等
）で
、
配
送
ま
で
の
時
間
や
関
税
は
ど
の

程
度
か
か
る
か
な
ど
、
事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
輸
入
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
　

取
引
に
問
題
が
な
く
て
も
、
輸
入
が
禁
止･

制
限

さ
れ
て
い
る
場
合
、
購
入
者
が
法
に
問
わ
れ
る
こ
と

や
、
税
関
の
許
可
が
下
り
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
キ
ャ
ン
セ
ル
や
返
品
の
条
件
は
確
認
し
ま
し
た
か
？

　
　

届
い
た
商
品
が
購
入
し
た
も
の
と
違
う
な
ど
、

購
入
後
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
セ
ル
や

返
品
の
規
定
、
利
用
規
約
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

東
海
村
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
村
民

相
談
室
内 

☎
287
局
０
８
５
８
）

知っとく情報

村民
相談室

信発 ち
ゆ

ー

道
を
間
違
え
た
り
、
問
題
を
解
く
こ
と
で
意
見

が
分
か
れ
た
り
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
み
ん
な
で

協
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
夜
の
東
海
村
高
校
生
会
の
皆
さ
ん
の

手
に
よ
る
幻
想
的
な
キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ァ
イ
ア
や
、

い
つ
も
な
が
ら
大
盛
り
上
が
り
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て
、
朝
は
互
い
に
遠
慮
が
ち

だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
寝
る
ま
で
に
は
す
っ
か

り
打
ち
解
け
た
様
子
で
し
た
。

２
日
目
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
野
外
炊
飯
で
す
。

午
前
中
か
ら
み
ん
な
で
ナ
ン
と
カ
レ
ー
を
作
り
、

昼
食
に
食
べ
ま
し
た
。
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
定
番
で

す
が
、
ナ
ン
を
生
地
か
ら
こ
ね
て
作
る
の
は
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
新
鮮
な
体
験
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
料
理
が
得
意
な
子
は
、
も
ち
ろ
ん
率
先
し
て

野
菜
切
り
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
で
な

い
子
も
、
火
お
こ
し
や
テ
ー
ブ
ル
の
準
備
、
配
膳

な
ど
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
て
そ
れ
ぞ

れ
楽
し
み
な
が
ら
行
い
、
出
来
栄
え
も
素
晴
ら
し

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

い
つ
も
と
は
少
し
違
っ
た
環
境
で
、
新
し
い
仲

間
と
協
力
し
な
が
ら
、
集
団
の
中
で
自
分
の
役
割

を
見
出
し
て
い
く
と
い
う
体
験
は
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
大
切
な
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
そ
れ

を
多
少
な
り
と
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
い
い
の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
い
う

貴
重
な
体
験
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
で
き
る「
子

ど
も
会
」の
良
さ
を
、
あ
ら
た
め
て
実
感
し
た
２

日
間
で
し
た
。

私
は
今
年
度
か
ら
、
東
海
村
子
ど
も
会
育
成
連

合
会（
村
子
連
）の
役
員
と
し
て
微
力
な
が
ら
お
手

伝
い
を
し
て
お
り
、
今
回
は
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
は
、
地
域
の
子
ど
も
会
で
リ
ー
ダ
ー
を
目

指
す
子
ど
も
た
ち
の
研
修
で
あ
る
と
同
時
に
、
私

た
ち
役
員
や
育
成
者
の
研
修
で
も
あ
り
ま
す
。

冬
の
訪
れ
を
感
じ
始
め
た
11
月
30
日
の
朝
、
村

内
の
あ
ち
こ
ち
の
小
学
校
か
ら
集
ま
っ
た
16
人
の

子
ど
も
た
ち
は
、
バ
ス
に
乗
っ
て
常
陸
太
田
市
の

西
山
研
修
所
へ
向
か
い
ま
し
た
。
入
所
式
と
昼
食

の
後
、
午
後
か
ら
は
、
美
し
く
紅
葉
し
て
空
気
の

澄
ん
だ
研
修
所
近
辺
の
山
野
で
、
ウ
オ
ー
ク
ラ

リ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

東
海
村
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
の

　

   

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
参
加
し
て

中
丸
学
区
子
ど
も
会
育
成
会
　
副
会
長

近こ

ん

ど

う藤
　
恭や

す

ひ

ろ弘

Ｐ Ａ Ｒ Ｔ . 124

少年育成青
指導者からのメッセージ

体 験 記

村
松
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【
俳　

句
】

村む
ら
し
ぐ
れ

時
雨
盗
賊
除
け
の
お
札
立
て

村　

松　

松
本　

正
勝

新
年
会
病
気
自
慢
の
去
年
今
年

豊　

白　

山
口　

義
六

あ
ざ
や
か
に
朝
日
に
光
る
庭
紅
葉

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

ま
っ
白
に
み
ん
な
ま
ん
丸
花
八
つ
手

東　

海　

佐
藤　

と
よ

千
歳
飴
か
ざ
す
姉
妹
の
紅
の
色

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

秋
色
の
夕
陽
染
め
る
や
日
本
海

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

三
猿
に
な
れ
ぬ
生た

つ

き活
や
年
歩
む

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

枯
れ
葉
舞
う
カ
ラ
カ
ラ
路
面
ひ
び
か
し
て

豊　

白　

森
永
ひ
ろ
子

少
年
の
ご
と
く
吐
く
息
白
く
し
て

村　

松　

大
内
た
け
み
つ

鮟
鱇
の
罪
あ
る
ご
と
く
削
が
れ
ゆ
く

豊　

白　

小
林　

久
男

夢
も
あ
り
願
い
も
あ
り
て
去
年
今
年

緑
ケ
丘　

田
中
ミ
ヤ
子

蕎
麦
を
挽
く
音
の
終ひ

ね
も
す日
鳴
り
や
ま
ぬ

船　

場　

畑　
　

耕
太

　
　
【
短　

歌
】

年
明
け
て
そ
び
ゆ
る
富
士
は

気
高
く
も
平
和
を
願
う
世
界

遺
産
に
て

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

食
卓
の
瓶
に
さ
さ
れ
し
寒
菊
の
一
輪
の

香
に
心
や
す
ら
ぐ緑

ケ
丘　

佐
藤　
　

正

鮎
川
の
源
流
た
ど
れ
ば
ダ
ム
あ
り
き
缶

船
ゆ
ら
す
霜
月
の
風

内　

宿　

村
上　

文
江

朝
夕
に
寒
さ
身
に
し
み
冬
あ
さ
き
も
み

じ
通
り
の
日
暮
れ
早
ま
る

船　

場　

舛
井
庫
之
助

錦
秋
の
か
す
か
に
残
る
あ
か

ね
雲
空
に
鎌
の
刃
三
日
月
出

で
ぬ

南　

台　

根
本
内
俊
男

働
く
は
人
を
楽
さ
す
根
源
と
諭
す
婦
お

り
七
十
の
吾
に

須
和
間　

柴
山　

靖
子

施
設
に
て
四
年
の
過
ぎ
た
る
姉
訪
へ
ど

会
話
は
づ
ま
ず
両
の
手
握
る

村
松
北　

黒
澤　

孝
子

山さ

ざ

ん

か

茶
花
の
花
の
く
れ
な
い

く
き
や
か
に
う
か
び
あ
が

り
て
冬
晴
れ
の
空外　

宿　

小
林
美
代
子

▼場　　　所　ＪＲ東海駅（駅舎１･２階）
▼問い合わせ　東海駅コミュニティ施設管

理室（☎287-3680）

　Blues（ブルース）の音色を写真
に撮ることは難しい…それなら歌っ
ちゃえ！ と弾き語りのコーナーも設
けました。独り善がりの写真と弾き
語りではありますが、一緒にBlues
を楽しんでもらえたら幸いです。
▼期　間	 １月19日(日)～25日(土)
▼時　間	 午前９時～午後７時（最終

日は午後３時まで）

　“暮らしの中の美術館”をテーマに、さ
まざまな分野の作品を小品から大作ま
で展示します。なお、２月１日（土）から
４月30日（水）まで、村内の協賛店舗や
事業所等でも小品を中心とした展示を
行います。ぜひお出掛けください。
▼日程等

▼時　間	 午前10時～午後６時（15
日(土)･22日（土）は午後３時まで）

２月９日（日）
～ 15日(土)

絵画、彫刻、華道、
工芸

２月16日(日)
～ 22日(土) 書、写真

Bluesが聞こえるような
写真が撮りたくて

～加藤眞一写真展vol.２～

第26回アートロード
東海ステーションギャラリー展

ギャラリーA（２階）

ギャラリーA･B（１･２階）

ＳＴＡＴＩＯＮ
　　ＧＡＬＬＥＲＹ
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お知らせ ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）

ししし んんんーーーめめめ

平成 25 年 12 月１日現在（前月比）
世帯数 14,759 世帯 （－ 20）
総人口 37,991 人 （－９）

●人口と世帯数●

実施日時 第１･３木曜日 午後７時まで
【実施課】主な取り扱い業務※
【住民課】住民登録、印鑑登録、パスポー
トの交付、各種証明書･許可書の発行等

【保健年金課】国保や国民年金等に関す
る各種手続き、母子健康手帳の交付等

【社会福祉課】保育所の手続き、児童手
当･児童扶養手当の申請等

【介護福祉課】介護保険･高齢支援の申請
【会計課】国税、県税、国民年金保険料
を除く各種税金･使用料等の支払い

【税務課】各種証明書の発行、村税納税
相談（要予約）

【水道課】上水道の手続き、上下水道料
金の支払いなど
※詳しくは、村公式ホームページをご覧ください。

●窓口業務時間延長●

●１月の休日診療●

受付時間 午前９時 30 分から午後２時まで
※正午～午後１時を除きます。

期日 医療機関名 電話番号

12日（日）茨城東病院 282-1151
13日（月）東海クリニック 283-1711
19日（日）石井整形外科クリニック 270-5141
26日（日）村立東海病院 282-2188
救急医療機関をお探しのときは	▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談	▼毎日…午後６時
30分～11時30分▼日曜日･祝日･年末年始
（12月29日～１月３日）…午前９時～午後５時

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎ #8000)
全ての電話から ( ☎ 254-9900）

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

全ての電話から（☎ 0120-42-4848）

暮
ら
し

納期限 １月31日（金）
村･県民税（第４期分）
国民健康保険税（第７期分）
後期高齢者医療保険料（第７期分）
農業共済掛金（麦）

●１月の納付●

「
東
海
村
一
般
廃
棄
物（
ご
み
）処
理

基
本
計
画（
案
）」へ
ご
意
見
を
！

　

村
で
は
、
燃
え
る
ご
み
の
広
域
処
理
が

開
始
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
伴
い「
東
海
村

一
般
廃
棄
物（
ご
み
）処
理
基
本
計
画
」の

改
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
案

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

公
表
場
所
▼
①
環
境
政
策
課
ご
み
ゼ
ロ

推
進
室（
清
掃
セ
ン
タ
ー
内
） 

②
環
境

政
策
課（
役
場
行
政
棟
４
階
） 

③
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

④
村
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法
▼
公
表
場
所
備
え
付
け
の
様
式

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
２
月
７
日

（
金
）ま
で
に
、
持
参（
土･

日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）･

郵
送･

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ･

電

　

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
ご
み
ゼ

ロ
推
進
室（
〒
３
１
９
‐
１
１
１
２ 

村

松
２
０
８
３ 

282
局
０
７
６
３ 

gom
izero@

vill.tokai.ibaraki.jp

）
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
様
式
は
村
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
で
き
ま
す
。

そ
の
他
▼
▽
必
要
事
項
の
記
入
が
な
い
も

の
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
▽
内
容

に
つ
い
て
個
別
に
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
▽
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
ご
意
見
は「
東
海
村
一
般
廃
棄

物（
ご
み
）処
理
基
本
計
画
」策
定
の
参

考
と
す
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
の
概
要

に
つ
い
て
、
公
表（
匿
名
）を
予
定
し
て

い
ま
す
。

環
境
政
策
課
ご
み
ゼ
ロ
推
進
室（
☎
282

局
７
２
８
９
）

土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
選
挙

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
実
施
し
ま
す

　

村
で
は
、
水
戸･

勝
田
都
市
計
画
事
業

東
海
駅
西
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
選

挙
に
係
る
、
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
実
施

し
ま
す
。

期
間
▼
１
月
24
日（
金
）か
ら
２
月
６
日

（
木
）ま
で 

※
土･

日
曜
日
も
縦
覧
で
き

ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

場
所
▼
区
画
整
理
課（
役
場
行
政
棟
２
階
） 

※
土･

日
曜
日
は
夜
間
出
入
り
口（
庁
舎

北
側
）か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

対
象
▼
東
海
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
地

内
の
土
地
所
有
権
を
有
す
る
方
、
借
地

　

水
戸
地
方
法
務
局
で
は
、
相
続
人
や
被

相
続
人
の
立
場
に
な
っ
た
と
き
の
予
備
知

識
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
相
続
に
関
す

る
基
本
的
な
知
識（
相
続
人
の
範
囲
や
順

位
、
相
続
分
と
相
続
の
放
棄
、
遺
言
の
方

法
等
）に
つ
い
て
解
説
す
る
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

期
日
▼
２
月
３
日（
月
）

時
間
▼
午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所
▼
水
戸
地
方
法
務
局（
水
戸
市
三
の

丸
１
‐
１
‐
４
２
）

定
員
▼
先
着
30
人

内
容
▼
講
話「
相
続
制
度
と
登
記
手
続
に

つ
い
て
」

受
講
料
▼
無
料

・

水
戸
地
方
法
務
局
総
務
課（
☎
227

局
９
９
１
１
）

法
務
局
公
開
講
座「
相
続
制
度
と

登
記
手
続
に
つ
い
て
」

権
等
の
申
告
を
さ
れ
た
方

区
画
整
理
課
管
理
担
当（
内
線

１
２
１
３
）
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福
祉

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
へ

自
動
車
税･

自
動
車
取
得
税
減
免
制
度

　

県
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳･

精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳･

療
育
手
帳･

戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
障

害
等
級
や
自
動
車
の
所
有
者
等
が
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
、
自
動
車
税
と
自
動

車
取
得
税
を
減
免
す
る
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
自
動
車
税
の
減
免
は
常
陸
太
田
県

税
事
務
所
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
次
の
日
程
で
村
内
に
出
張
窓
口
を
開

設
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
は
、
こ
の

出
張
窓
口
で
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
後
日

発
送
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
添
付
の
申
請

書
に
よ
り
、税
務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
２
月
６
日（
木
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
▼
①
障
害
者
手
帳
②
納
税
義
務
者

の
印
鑑（
認
印
可
）③
運
転
者
の
運
転
免

期
日
▼
１
月
23
日（
木
）･
24
日（
金
）

受
付
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
11
時
、
午

後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
等
▼

費
用
▼
無
料

そ
の
他
▼「
大
腸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
」を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・

転
入
さ
れ
た
方
等
で
申
し
込
み
を

し
て
い
な
い
受
診
希
望
者
は
、
１
月

15
日（
水
）ま
で（
土･

日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

今
年
度
の
住
民
検
診
等
の
未
受

診
者
へ
検
診
を
実
施
し
ま
す

【
は
り･

き
ゆ
う･

マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
所
】

　

70
歳
以
上
の
方
や
身
体
障

害
者
手
帳（
１
級･

２
級
）を

持
つ
方
に
配
布
す
る「
東
海

村
は
り･

き
ゆ
う･

マ
ッ
サ
ー

ジ
等
施
術
費
助
成
券
」を
取

り
扱
う
施
術
所
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
▼
①
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
②

は
り
師
③
き
ゅ
う
師
―
―
の
い
ず
れ
か

の
免
許
を
有
し
、
村
内
に
施
術
所
を
開

設
し
て
い
る
方 

※
国
民
健
康
保
険
法･

健
康
保
険
法
等･

各
法
の
給
付
対
象
と

な
る
施
術
を
除
き
ま
す
。

【
家
族
介
護
用
品
指
定
販
売
店
】

　

寝
た
き
り
の
高
齢
者
等
を
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
家
族
に
配
布
す
る「
東
海
村
家

族
介
護
用
品
購
入
費
助
成
券
」を
取
り
扱

う
介
護
用
品
販
売
店
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
▼
村
内
の
介
護
用
品
販
売
店

【
毎
日
型
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
協
力
店
】

　

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
等
に
定

期
的
に
食
事
を
配
達
し
、
安
否
確
認
を
行

う「
毎
日
型
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
」に
協
力

で
き
る
飲
食
店
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
▼
①
昼
食
ま
た
は
夕
食
を
高
齢
者
等

の
自
宅
に
定
期
的
に
配
達
し
、
安
否
確

認
が
で
き
る
②
腸
内
細
菌
検
査（
Ｏ
‐

１
５
７･

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌･

赤
痢
菌
）の

検
査
結
果
を
確
認
で
き
る
③
事
業
実
施

に
伴
う
事
故
に
備
え
る
た
め
の
損
害
賠

償
保
険
に
加
入
で
き
る
―
―
を
満
た
す

飲
食
店

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
販
売･

取
り
付
け
店
】

　

村
で
実
施
し
て
い
る
、
65
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
の
方
等
を
対
象
と
し
た
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
購
入
と
取
り
付
け
費
用
の

一
部
助
成
に
つ
い
て
、
販
売･

取
り
付
け

に
協
力
で
き
る
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
▼
村
内
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
販
売･

　

取
り
付
け
店

募 集

平
成
26
年
度
の
福
祉
事
業
に
協

力
で
き
る
店
舗
等
を
募
集
し
ま
す

　

血
液
は
長
期
保
存
が
で
き
ま
せ
ん
。
継

続
的
な
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
１
月
22
日（
水
）

時
間
▼
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

（
午
後
０
時
15
分
～
１
時
30
分
を
除
く
）

場
所
▼
イ
オ
ン
東
海
店

持
参
す
る
も
の
▼
①
自
動
車
運
転
免
許
証

等
、
身
分
を
証
す
る
も
の（
初
め
て
献

血
を
す
る
方
、
過
去
の
献
血
で
本
人
確

認
が
済
ん
で
い
な
い
方
の
み
） 

②
献
血

手
帳･

献
血
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
の
み
）

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

健
康･

医
療

２
７
９
７
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
特
定
健
康
診
査
と
高
齢
者
健
康
診
査

の
受
診
希
望
者
は
、
保
健
年
金
課（
内

線
１
１
３
２
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
事
業
協

力
店
】

　

寝
具
を
衛
生
的
に
管
理
す
る
こ
と
が
困

難
な
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
実
施
す

る
、
寝
具
の
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
に

協
力
で
き
る
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
▼
村
内
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

【

・

】

　

１
月
31
日（
金
）ま
で
に
、
介
護
福
祉
課

高
齢
支
援
担
当（
内
線
１
１
６
４
）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

検診名 対　象

結核･肺がん検診 40歳以上の方（65歳以上
の方は結核検診を含む）

前立腺がん検診 50歳以上80歳未満の男性

大腸がん検診 40歳以上の方

肝炎ウイルス検診 18歳以上で村の肝炎検
査を受診していない方

生活習慣病予防検診 18歳以上40歳未満の方

※特定健康診査 東海村国民健康保険加入者

※高齢者健康診査 75歳以上の方
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教
養･

ス
ポ
ー
ツ

　

小
さ
な
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
簡
単
な
体
操

で
関
節
の
動
き
を
滑
ら
か
に
し
て
、
し
な

や
か
な
体
を
目
指
し
ま
す
。

期
日
▼
１
月
31
日
か
ら
３
月
14
日
ま
で
の

毎
週
金
曜
日（
全
７
回
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時

場
所
▼
総
合
体
育
館

対
象
等
▼
村
内
在
住･

在
勤（
同
居
家
族
を

含
む
）ま
た
は
Ｓ
Ｃ
ス
マ
イ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｉ
会
員
で
18
歳
以
上
の
方（
先
着
20
人
）

講
師
▼
皆
神
美
由
紀
さ
ん（
Ｊ
Ｓ
Ｒ
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
）

参
加
費
▼
一
般
…
７
０
０
０
円
／
人 

会

子
ど
も
の
読
書
推
進
講
演
会

「
知
っ
て
楽
し
い
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
」

　

赤
ち
ゃ
ん
の
気
持
ち
に
沿
っ
た
絵
本
の

選
び
方
、
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
絵
本
や
お

話
に
込
め
る
思
い
の
ほ
か
、
出
版
を
め
ぐ

る
話
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。

期
日
▼
２
月
19
日（
水
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時

ス
モ
ー
ル
ボ
ー
ル
を
使
っ
て

「
ボ
デ
ィ
ケ
ア
教
室（
第
６
期
）」

員
…
３
５
０
０
円
／
人

・

１
月
25
日（
土
）ま
で（
14
日（
火
）

と
20
日（
月
）を
除
く
）の
午
前
９
時
～

午
後
５
時
に
、
参
加
費
を
添
え
て
、
総

合
体
育
館（
☎
283
局
１
０
０
１
）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

許
証（
免
許
証
両
面
の
写
し
で
も
可
）④

車
検
証
ま
た
は
納
税
通
知
書
⑤
生
計
を

一
に
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類（
住

民
票
等
）―
―
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

減
免
の
要
件
に
よ
り
必
要
な
書
類
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
茨
城
県
税

務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

http://w
w

w
.

pref.ibaraki.jp/bukyoku/soum
u/

zeim
u/zeim

u.htm

）を
ご
覧
に
な
る

か
、
常
陸
太
田
県
税
事
務
所
収
税
第
二

課（
☎
０
２
９
４
‐
８
０
‐
３
３
１
４
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。※
新
車
、

中
古
車
新
規
登
録
に
係
る
減
免
や
、
自

動
車
取
得
税
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
登

録
日
か
ら
30
日
以
内
に
水
戸
県
税
事
務

所
自
動
車
税
分
室（
☎
247
局
１
２
９
７
）

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

東
海
文
化
セ
ン
タ
ー
の
グ
ラ
ン
ド

ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

東
海
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ス
テ
ー
ジ
に
設

置
し
て
い
る
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ（
ヤ
マ
ハ

Ｃ
Ｆ
Ⅲ
‐
Ｓ
）を
、
個
人
練
習
用
に
開
放

し
ま
す
。

利
用
可
能
日
▼
１
月
22
日（
水
）･

24
日

（
金
）･

29
日（
水
）、
２
月
７
日（
金
）･

12

日（
水
）･

26
日（
水
）、
３
月
１
日（
土
）･

　

12
日（
水
）･

14
日（
金
）

時
間
▼
水･

金
曜
日
…
午
後
１
時
～
８
時 

土
曜
日
…
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
正

午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
演
奏
者
が
村
内
在
住･

在
勤･

在
学

の
方

利
用
料
▼
３
０
０
円
／
回 

※
▽
１
人
１

回
１
時
間
、
１
期
間（
１
～
３
月
）で
２

回
ま
で
利
用
可
能
で
す
。
▽
申
し
込
み

後
の
日
程
変
更
、
利
用
料
の
払
い
戻
し

は
で
き
ま
せ
ん
。

・

１
月
18
日（
土
）の
午
前
９
時
か
ら
、

東
海
文
化
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
８
５
１
１
）

窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
空
き

が
あ
る
場
合
の
み
、
同
日
午
後
１
時
か

ら
電
話
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

場
所
▼
村
立
図
書
館

対
象
▼
０
～
３
歳
前
後

の
子
の
保
護
者
と
、

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
に
興

味
の
あ
る
方

内
容
▼
講
演
…「
知
っ
て
楽
し
い
赤
ち
ゃ

ん
絵
本
～
絵
本
づ
く
り
の
現
場
か
ら

～
」 

講
師
…
大
島
麻
央
さ
ん（
福
音
館

書
店「
こ
ど
も
の
と
も
０･

１･

２･

」･

「
こ
ど
も
の
と
も
年
少
版
」編
集
者
）

入
場
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無
料
）

を
ご
希
望
の
方
は
、
申
し
込
み
時
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・

２
月
２
日（
日
）ま
で
に
、
村
立
図

書
館（
☎
282
局
３
４
３
５
）へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

教
育

　

仕
事
や
子
育
て
を
し
な
が
ら
、
高
校
で

学
び
た
い
方
を
募
集
し
ま
す
。
登
校
す
る

時
間
帯
は
①
昼
間
制（
午
前
８
時
45
分
～

午
後
３
時
）②
夜
間
制（
午
後
５
時
30
分
～

８
時
45
分
）―
―
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

対
象
▼
▽
成
人
特
例
入
学
…
平
成
26
年
４

月
１
日
現
在
で
20
歳
以
上
の
方 

▽
編

入
学
…
高
等
学
校
を
中
退
し
た
方
で
18

単
位
以
上
修
得
し
て
い
る
方

試
験
日
等
▼
▽
成
人
特
例
入
学
…
３
月
５

日（
水
）※
調
査
書
、
面
接
、
作
文
に
よ

り
選
抜
し
ま
す
。
▽
編
入
学
…
３
月
13

日（
木
）※
高
校
１
年
修
了
程
度
の
試
験

（
国
語･

数
学･

英
語
）と
、
面
接
を
行
い

ま
す
。

そ
の
他
▼
定
時
制
の
ほ
か
に
、
月
２
回
程

度
の
面
接
指
導
と
報
告
課
題
の
提
出
、

試
験
に
よ
り
単
位
を
修
得
す
る
通
信
制

も
あ
り
ま
す
。

・

県
立
水
戸
南
高
等
学
校（
水
戸

市
白
梅
２
‐
１
０
‐
１
０ 

☎
247
局

６
１
７
３
）備
え
付
け
の
入
学
書
類
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
成
人
特
例
入

学
は
２
月
10
日（
月
）
～
13
日（
木
）（
祝

日
を
除
く
）に
、
編
入
学
は
２
月
24
日

（
月
）
～
28
日（
金
）に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
※
入
学
書
類
は
郵
送
請
求
で
き

ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募 集

県
立
水
戸
南
高
等
学
校
定
時

制
平
成
26
年
度
生
徒
募
集
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業
務
内
容
▼
姉
妹
都
市
交
流
会
館
の
維
持･

管
理
業
務

募
集
人
員
等
▼
男
性
１
人

雇
用
要
件
▼
①
姉
妹
都
市
交
流
会
館
に
通

勤
が
可
能
②
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学

募 集

姉
妹
都
市
交
流
会
館

臨
時
職
員
募
集

業
務
内
容
▼
村
税
等
の
徴
収･

滞
納
整
理
、

税
証
明
発
行
等
の
窓
口
事
務

募
集
人
員
▼
１
人

募 集

東
海
村
徴
収
嘱
託
員（
非
常

勤
特
別
職
）募
集

そ
の
他

期
日
▼
２
月
21
日（
金
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時 

場
所
▼
２
０
５
会
議
室（
役
場
行
政
棟
２
階
）

対
象
等
▼
村
内
在
住
の
方（
先
着
25
人
） 

※
60
歳
以
下
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

参
加
費
▼
無
料

内
容
▼
①
セ
ミ
ナ
ー（
午
前
）…
就
職
活
動

に
必
要
な
知
識（
履
歴
書
や
職
務
経
歴

書
の
書
き
方
、面
接
時
の
マ
ナ
ー
な
ど
）

を
学
び
ま
す
。
何
げ
な
い
言
葉
遣
い
や

態
度
で
評
価
が
左
右
さ
れ
ま
す
の
で
、

就
職
活
動
の
基
本
を
再
確
認
し
ま
し
ょ

う
。 

②
個
別
面
談（
午
後
）…
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
一
人
ず
つ
面
接
し

な
が
ら
、
実
際
の
求
人
情
報
を
検
索
し

ま
す
。気
に
な
る
仕
事
が
見
つ
か
れ
ば
、

そ
の
場
で
紹
介
状
を
作
成
し
ま
す
。
※

一
人
当
た
り
の
面
談
時
間
は
、
約
30
分

で
す
。

そ
の
他
▼
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無
料
、

生
後
３
か
月
以
上
で
首
の
据
わ
っ
た
乳

幼
児
）が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

２
月
６
日（
木
）ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

・

１
月
14
日（
火
）以
降
、
自
治
推
進

課
村
民
相
談
室（
内
線
１
２
７
５
）へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

仕
事
を
お
探
し
の
皆
さ
ん
へ

「
就
職
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す

雇
用
要
件
▼
①
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド･

エ
ク

セ
ル
）の
基
本
的
な
操
作
が
で
き
る
②

自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
―
―
を
満

た
す
方

雇
用
期
間
▼
４
月
１
日
～
平
成
27
年
３
月

31
日（
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

勤
務
日
時
▼
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で（
祝

日
を
除
く
）の
午
前
９
時
～
午
後
４
時

報
酬
等
▼
報
酬
…
月
額
14
万
７
０
０
０
円 

諸
手
当
…
通
勤
手
当 

※
社
会
保
険
と

雇
用
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

選
考
方
法
▼
面
接
試
験

試
験
日
▼
２
月
５
日（
水
）

・

１
月
31
日（
金
）ま
で（
土･

日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
に
、
履
歴
書（
顔
写

真
貼
付
）を
お
持
ち
の
上
、
税
務
課
収

納
管
理
室（
役
場
行
政
棟
１
階 
内
線

１
１
１
４
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

力
を
有
す
る
③
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド･

エ

ク
セ
ル
）の
基
本
的
な
操
作
が
で
き
る

―
―
を
満
た
す
方

雇
用
期
間
▼
４
月
１
日
～
９
月
30
日

勤
務
日
時
▼
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の

う
ち
週
３
日
の
、
午
後
５
時
～
９
時

報
酬
等
▼
時
給
８
７
０
円 

※
通
勤
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

選
考
方
法
▼
面
接
試
験
、
作
文「
姉
妹
都

市
交
流
会
館
職
員
の
役
割
と
国
際
交
流

に
つ
い
て
」（
任
意
の
様
式
で
８
０
０
字

程
度
）

試
験
日
▼
２
月
20
日（
木
）

・

２
月
10
日（
月
）ま
で（
土･

日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
に
、
履
歴
書（
顔
写

真
貼
付
）と
作
文
を
お
持
ち
の
上
、
ま

ち
づ
く
り
国
際
化
推
進
課（
役
場
行
政

棟
３
階 

内
線
１
３
４
１
）へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

募 集

東
海
村
消
費
生
活
相
談
員
募
集

業
務
内
容
▼
▽
消
費
生
活
全
般
に
わ
た
る

業
務
、
相
談･

苦
情
の
受
け
付
け･

処
理 

▽
相
談
情
報
の
デ
ー
タ
入
力
等

募
集
人
員
▼
１
人

雇
用
要
件
▼
①
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド･

エ
ク

セ
ル
）の
基
本
的
な
操
作
が
で
き
る
②

「
消
費
生
活
専
門
相
談
員
」･

「
消
費
生

活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」･

「
消
費
生
活
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
」の
い
ず
れ
か
の
資
格
を

有
す
る
③
消
費
生
活
相
談
員
と
し
て
の

実
務
経
験
が
あ
る
―
―
を
満
た
す
方

勤
務
日
時
▼
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

（
祝
日
を
除
く
）の
う
ち
週
３
日
、
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
の
う
ち
６

時
間（
休
憩
１
時
間
）

雇
用
期
間
▼
４
月
１
日
～
平
成
27
年
３
月

31
日

報
酬
等
▼
賃
金
…
月
額
10
万
４
０
０
０
円

※
通
勤
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

選
考
方
法
▼
面
接
試
験

試
験
日
▼
２
月
13
日（
木
）

・

１
月
24
日（
金
）ま
で（
土･

日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）に
、
履
歴
書（
顔

写
真
貼
付
）に
資
格
を
証
明
す
る
書

類
の
写
し
を
添
え
て
、
持
参
ま
た
は

郵
送
で
東
海
村
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
〒
３
１
９ｰ

１
１
９
２ 

東
海
３
‐
７

‐
１ 

村
民
相
談
室
内 

内
線
１
２
７
５
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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と
な
り
の
ま
ち
か
ら

年
の
部（
40
歳
以
上･

男
女
混
合
）

参
加
費
▼
無
料

・

１
月
20
日（
月
）（
必
着
）ま
で
に
、

大
洗
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
で
大
洗
町
生
涯
学
習
課（
☎
267
局

０
２
３
０ 

267
局
１
０
５
１
）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

大
洗
町
●
第
31
回「
大
洗
マ
ラ
ソ
ン 

サ
ン
ビ
ー
チ･

マ
イ
ル
レ
ー
ス
」

「
勝
田
全
国
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」に
伴
う

交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

第
62
回「
勝
田
全
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」の
開

催
に
伴
い
、
国
道
２
４
５
号･

原
研
通
り･

も
み
じ
通
り
の
一
部
を
出
場
選
手
が
通
過

し
ま
す
。
選
手
が
通
過
す
る
時
間
帯
に
は

村
内
で
も
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
、
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日
▼
１
月
26
日（
日
）

時
間
▼
午
前
10
時
30
分
ス
タ
ー
ト 

※
選

手
通
過
の
予
想
時
刻
に
つ
い
て
は
、

コ
ー
ス
略
図
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

村
内
コ
ー
ス
略
図
▼

勝
田
全
国
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局（
☎

262
局
５
６
１
５
）

村民活動
センター

「
平
成
25
年
工
業
統
計
調
査
」

調
査
票
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

現
在
、「
平
成
25
年
工
業
統
計
調
査
」が

全
国
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
12
月
中
旬

か
ら
製
造
業
の
事
務
所
に
対
し
て
準
備
調

査（
口
頭
確
認
、
調
査
票
の
配
布
な
ど
）を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
１
月
中
旬
か
ら
は
、

配
布
し
た
調
査
票
の
回
収
の
た
め
に
調
査

員
が
各
事
業
所
へ
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査

票
の
作
成
と
回
収
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
調
査
員
は
茨
城
県
知
事
が

発
行
し
た
調
査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

政
策
推
進
課
企
画
調
整
担
当（
内
線

１
３
３
５
）

【
お
詫
び
】「
広
報
と
う
か
い
」（
12
月
10

日
号･

３
ペ
ー
ジ
）で
ご
紹
介
し
た

東
海
村
民
生
委
員･

児
童
委
員
の
表

中
、
11
番
の
原
む
つ
み
さ
ん
の
電

話
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は「
☎
282
局
２
０
２
２
」と

な
り
ま
す
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

　

笠
間
焼「
陶と

う
び
な雛

人
形
」の
展
示･

販
売
や
、

門
前
通
り
の「
吊つ

る
し
雛び

な

」な
ど
、
た
く
さ

ん
の
お
ひ
な
様
と
の
出
会
い
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
飲
食
店
で
は
ひ
な
祭

り
に
ち
な
ん
だ
料
理
や
お
菓
子
を
提
供
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
１
月
28
日（
火
）～
３
月
３
日（
月
）

場
所
▼
陶
の
小
径
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
ロ
ー
ド
、

や
き
も
の
通
り
、
笠
間
稲
荷
門
前
通
り

な
ど

笠
間
市
観
光
協
会（
☎
０
２
９
６
‐

７
２
‐
９
２
２
２
）

笠
間
市
●
第
14
回「
か
さ
ま
の
陶
雛 

～
桃
宴
～
」

　

潮
風
を
受
け
な
が
ら
、
砂
浜
な
ど
の
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
を
駆
け
抜

け
ま
し
ょ
う
。

期
日
▼
２
月
２
日（
日
）

場
所
▼
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

種
目
▼
①
親
子
の
部（
小
学
１
年
以
下
の

子
と
の
ペ
ア
） 

②
親
子
の
部（
小
学
２

～
３
年
の
子
と
の
ペ
ア
） 

③
小
学
の
部

（
小
学
４
～
６
年
、
男
女･

学
年
別
） 

④

中
学
の
部（
男
女
別
） 

⑤
高
校
の
部（
男

女
別
） 

⑥
一
般
の
部（
男
女
別
） 

⑦
壮

業
務
内
容
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

維
持･
管
理
と
運
営
、
地
区
自
治
会
に

関
す
る
事
務

募
集
人
員
▼
副
セ
ン
タ
ー
長
…
３
人
程
度 

一
般
職
員
…
７
人
程
度

雇
用
要
件
▼
①
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
通
勤
が
可
能
②
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
③
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド･

エ
ク
セ
ル
）の
基
本
的
な
操

作
が
で
き
る
④
自
動
車
運
転
免
許
を
有

す
る
⑤
土･

日
曜
日
、
祝
日
の
勤
務
が

可
能
⑥
夜
間
勤
務（
午
後
５
時
～
９
時

30
分
）が
可
能
―
―
を
満
た
す
方

雇
用
期
間
▼
４
月
１
日
～
平
成
27
年
３
月

31
日

報
酬
等
▼
副
セ
ン
タ
ー
長
…
月
額
14
万
円

（
週
30
時
間
勤
務
） 

一
般
職
員
…
月
額

７
万
７
０
０
０
円（
週
22
時
間
勤
務
） 

共
通
…
▽
通
勤
手
当
を
支
給
し
ま
す
。 

▽
社
会
保
険
と
雇
用
保
険（
一
般
職
員

は
雇
用
保
険
の
み
）に
加
入
し
ま
す
。 

選
考
方
法
▼
面
接
試
験
、
作
文「
地
域
活
動

の
拠
点
で
あ
る
コ
ミ
セ
ン
の
役
割
」（
任

意
の
様
式
に
自
筆
で
８
０
０
字
程
度
）

試
験
日
▼
２
月
13
日（
木
）

・

１
月
31
日（
金
）ま
で（
土･

日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
に
、履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）

と
作
文
を
お
持
ち
の
上
、
自
治
推
進
課

自
治
推
進
担
当（
役
場
行
政
棟
２
階 

内

線
１
２
７
２
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募 集

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

嘱
託
員
募
集
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成
人
の
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

こ
の
た
び
成
人
さ
れ
る
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
は
、

新
成
人
を
お
祝
い
す
る
企
画
と
し
て

「
２
０
１
４
東
海
村
成
人
の
集
い
」実
行

委
員
会
実
行
委
員
の
富
田
瞳
さ
ん
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

―
―
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
、
照
沼
小
学
校
、
東
海
南
中
学

校
を
経
て
、
現
在
は
常
磐
大
学
人
間
科

学
部
心
理
学
科
で
学
ん
で
い
ま
す
。

―
―
こ
の
20
年
間
を
振
り
返
っ
て
…

　

小
学
生
の
時
か
ら
、
家
に
帰
る
と
い

つ
も
祖
母
が
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
ま
り
話
を
し
な
く
な
っ
た
中
学･

高

校
生
の
時
も
、
私
の
姿
を
見
る
と
笑
顔

で
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
し
た
。
私
の
両

親
は
共
働
き
で
帰
り
が
遅
い
こ
と
も
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
祖
母
の
お
か
げ
で

い
つ
も
一
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
の
心
の
支
え
と
な
っ
て
く
れ
た
祖
母

の
笑
顔
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

―
―
成
人
を
迎
え
て
の
感
想
は
？

　

成
人
す
る
に
当
た
っ
て
、
母
の
振
り

袖
を
着
ま
し
た
。
お
め
か
し
を
し
て
着

物
を
着
て
写
真
を
撮
る
の
は
、
七
五
三

の
時
の
よ
う
な
感
覚
で
し
た
。
あ
の
こ

ろ
の
私
に
と
っ
て〝
二
十
歳
”は
と
て
も

〝
大
人
”だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
の

自
分
は
、
そ
の
こ
ろ
思
い
描
い
た
よ
う

な〝
大
人
”に
な
れ

て
い
る
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
少

し
ず
つ
で
も
近

づ
い
て
い
け
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

―
―
ご
家
族
に
対
し
て
一
言
。

　

兄
弟
が
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

マ
イ
ペ
ー
ス
に
行
動
す
る
こ
と
が
多

く
、
今
で
も
甘
え
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
と
て
も
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
思
い
な
が

ら
も
、
そ
ん
な
自
分
を
断
ち
切
れ
ず
に

い
ま
し
た
。
こ
の
成
人
の
日
を
け
じ
め

と
し
て
、両
親
に
頼
る
だ
け
の
私
か
ら
、

安
心
し
て
頼
ら
れ
る
私
へ
と
変
わ
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

―
―
こ
れ
か
ら
の
夢
や
抱
負
は
？

　

夢
は
漠
然
と
し
て
い
て
、
こ
れ
だ
！ 

と
い
う
も
の
を
決
め
る
ま
で
に
は
ま
だ

時
間
が
掛
か
り
そ
う
で
す
。
ま
ず
は
目

の
前
の
こ
と
か
ら
一
つ
ひ
と
つ
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
心
理
学
を
し
っ
か
り
と
学
ぶ
こ

と
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
得
た
知
識
を
社

会
に
広
め
ら
れ
る
よ
う
な
存
在
に
な
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
、
残
り
の
学
生
生

活
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

夢は…。“競泳選手”

中丸小学校５年●鈴
す ず き

木誠
まこと

　僕の将来の夢は、競泳選手になり、オリンピックに出
ることです。そして、たくさんの人に夢を与えられるよ
うな選手になりたいです。
　僕が競泳選手になりたいと思った理由は、世界で活躍
する北島康介選手をテレビで見て、ぼくも同じようにな
りたいと思ったからです。そのために、毎日スイミング
スクールに通い、コーチや先輩に泳ぎを教えてもらいな
がら、どうしたら速くなるか自分で考えて泳いでいます。
　僕は最近、「夢先生」という授業を受けました。元プ
ロサッカー選手の名良橋晃さんから、夢の大切さにつ
いて教えてもらいました。夢先生が言っていた「最初
から諦めてはダメ」という言葉が今でも心に残ってい
ます。
　だから僕も、最後まで諦めず、これからも努力して自
分の夢をかなえたいです。
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10
ちびっこ
美術館

サンタさん

サンタさんがプレゼントを届けてく
れるところを描いてくれたのは美颯
ちゃん（６歳）。お絵描きが大好きで、サ
ンタさんには“ペン”をお願いしたそう
です。「サンタさん、来てくれるといいな」
と、クリスマスを楽しみにしていました。
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おばあちゃんと一緒に


